
落葉小低木で高さ2mに達し、枝は無毛、若枝は緑色で早落性の白色軟毛がある。葉は卵形で鋭尖頭、基

部は円形または少し心形、長さ5-10cmになり、幅2-5cm、鋭い重鋸歯があり、表面に早落性の軟毛がある

がすぐに無毛となり、裏面には伏した白色の軟毛が多く、脈が目だつ。葉柄は長さ2-5mm、有毛。托葉は

線形で鋭尖頭、長さ7-9mm、軟毛がある。花は4-5月に咲き、白色、径3-4cm、小花柄は長さ0.7-2cm、白
軟毛があり、果時にはほとんど無毛となり、上部はややふくらむ。萼裂片は卵形、鋭尖頭、基部は円形、長
さ1-1.5cm、基部から3脈があり、両面に白軟毛があって、裏面では密生し、縁には鋸歯がある。副萼は萼

裂片の間にあって、線形または狭長卵形、鋭尖頭、長さ4-8mm、白軟毛がある。

海岸の岩上で確認されているが、詳細な調査が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Rhodotypos  scandens  (Thunb.) Makino

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市

■ 国内分布

本州（中国）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

バラ科
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